
　

全
国
的
に
ク
マ
に
よ
る
被
害
が
多
発
し
て
お
り
、
多

数
の
死
傷
者
が
で
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
街
地
で
の
被

害
も
発
生
し
て
お
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
本
市
で
は
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
捕
獲
に
あ
た
っ
て
は
、
県
猟
友

会
笠
間
支
部
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
笠
間
市

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を
編
成
し
、
く
く
り
わ
な
や
箱

わ
な
な
ど
を
用
い
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
「
地
域
捕

獲
団
体
」
を
地
域
ご
と
に
組
織
し
、
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲

す
る
た
め
の
箱
わ
な
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
約
３
５
０
基
の
箱
わ
な
と
く
く
り
わ
な

が
あ
り
ま
す
。
許
可
を
受
け
た
方
が
、
イ
ノ
シ
シ
を
捕

獲
・
処
分
し
た
場
合
、
一
頭
当
た
り
で
支
援
金
も
支
給

し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
で
７
６
０
頭
、
令
和
６
年

度
で
１
０
６
７
頭
、
令
和
７
年
度
（
10
月
末
時
点
）
で

２
９
６
頭
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
な
り
の
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
捕
獲
を
し
て
も
数

が
増
え
て
い
く
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。

　

粘
り
強
く
、
継
続
的
に
捕
獲
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
猟
友
会
や
実
施
隊
の
皆
さ
ん
と
協
力
を
し
な

が
ら
進
め
ま
す
。
ま
た
、
防
護
対
策
と
し
て
は
、
電
気

柵
の
ほ
か
、
一
定
の
地
域
を
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
で

取
り
囲
む
よ
う
に
整
備
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

鳥獣害対策として設置しているワイヤーメッシュ柵

イ
ノ
シ
シ
対
策

叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
７
年
秋
の
叙
勲

第
45
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

高
齢
者
叙
勲
（
６
月
～
11
月
）

2

瑞
宝
双
光
章

武む
と
う藤 

紀き
げ
ん元
さ
ん（
平
町
）

元　

学
校
医

瑞
宝
双
光
章

門も
ん
ま馬 

敏と
し
ろ
う郎

さ
ん（
福
原
）

元　

協
和
中
央
病
院

検
査
技
師
長
兼

事
務
部
長

瑞
宝
双
光
章

小こ

松ま
つ

﨑ざ
き　

政ま
さ

次じ

さ
ん（
東
平
）

元　

石
岡
市
消
防
監

瑞
宝
単
光
章

郡ぐ
ん

司じ　
　

均ひ
と
しさ

ん（
上
市
原
）

元　

水
戸
市
消
防
司
令

瑞
宝
双
光
章

茅ち
の

根ね　

弘こ
う
い
ち一
さ
ん（
下
郷
）

元　

公
立
小
学
校
長

（
茨
城
県
）

瑞
宝
双
光
章

常と
こ

井い　

洋よ
う
い
ち一

さ
ん（
押
辺
）

元　

公
立
中
学
校
長

（
茨
城
県
）
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